
平 成 28 年 度
医学部前期入学試験問題 数 学 （時間：120分）

注 意 事 項
1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません．

2 試験中に問題冊子の印刷不鮮明および解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい．

3 解答は，すべて解答用紙の所定の欄に記入しなさい．

4 問題冊子の余白は，計算等に用いて構いません．

5 試験終了後，解答用紙のみを回収します．



1 以下の各問いについて答えだけを書け．

⑴ 空間の点 Ap1, ´3, ´2q，Bp´2, 3, 1qについて，AP “ 2BPを満たす点 Pの全体はどのような図形になるか．

⑵ 不等式 log2plog4 xq ` log4plog2 xq ă 2を解け．

⑶ 5100 を 43 で割ったときの余りを求めよ．

⑷ nを自然数とする．
?

i ő j ő nを満たす自然数の組 pi, jqの個数を nで表わせ．

⑸ 複素数平面上で，3点 Ap4zq，Bp3z ` 2q，Cpz3qを頂点とする △ABCが正三角形となるような複素数 zをすべて求
めよ．

⑹ f pxq “ cos x `

ż π

0
sinpx ´ tq f ptq dtを満たす関数 f pxqを求めよ．

2 b pb ą 1qを実数とする．Ap1, 0q，Bp0, bqを 2つの頂点とする正方形 ABCDが xy座標平面上にあり，点 Ep´1, 0q

と点 Cを結んだ直線と y軸の交点を F，また，直線 CEと直線 ABの交点を Gとする．ただし，正方形の頂点は A→ B→
C→ Dの順に時計回りに並んでいるものとする．以下の問いに答えよ．

⑴ 点 Cと点 Dの座標をそれぞれ bで表わせ．

⑵ 点 Gの座標を bで表わせ．

⑶ △DFGの外接円の中心の座標を bで表せ．

3 命題 P「a p0 ő a ő 2πqを定数としたとき，方程式 x “ sinpx ` aqはただ 1つの実数解をもつ」が真であるとき，方程
式 x “ sinpx ` aqの解 xを f paqで表す．以下の問いに答えよ．

⑴ 命題 Pが真であることを示せ．

⑵ n “ 0, 1, 2について， f pnπqの値を求めよ．

⑶ 0 ă x ă 2πのとき，cospx ` f pxqq ă 1であることを示せ．

⑷ 次の各問いに答えよ．ただし，関数 f pxqは 0 ő x ő 2πで連続，0 ă x ă 2πで微分可能であると仮定してよい．

ⅰ 関数 θpxq “ x ` f pxqは 0 ő x ő 2πにおいて増加することを示せ．

ⅱ 関数 y “ f pxq p0 ő x ő 2πqの増減，グラフの凹凸を調べ，最大値と最小値を求めよ．

ⅲ 曲線 y “ f pxq p0 ő x ő 2πqと x軸で囲まれた図形の面積を求めよ．

⑸ 導関数の定義と lim
xÑ0

sin x
x

“ 1を利用することにより，関数 f pxqが 0 ă x ă 2πで微分可能であることを示せ．た
だし， f pxqは 0 ő x ő 2πで連続であると仮定してよい．


